
令和２年度 出雲市戦没者追悼献花式 

戦没者追悼・平和祈念のことば 

本日ここに、出雲市戦没者追悼献花式が挙行されるにあたり、ご来賓のご臨席のもと、先

ほどは長岡市長様には英霊に哀悼の誠をささげていただきました事を、まずもって心から熱

く感謝を申し上げる次第でございます。 

さて、本年の式典はご承知のように新型コロナウイルスの感染が拡大し、いまだ収束の見

えない中で、出雲市のおとりはからいによりまして三密を避ける防止策として、例年とはこと

なる形で地区ごとに式典を取り行っていただきました。 

ここに遺族会を代表いたしまして、謹んで心から重ねて厚く感謝を申しあげる次第でござ

います。 

時の流れは早く、先の大戦から大きな節目となる７５年を迎えました。戦場ではさまざまな

様相に於いて出雲市では６，２４４人、出雲地区におきましては２，３０６人の若くして尊い命を

祖国のために捧げました。 

平穏であった家庭も一瞬にして一家の大きな柱を失い、残された家族は塗炭の苦しみと、

深い悲しみに耐え、懸命に支え合いながら乗り越えてきました。 

終戦から７５年たった今、わが国は戦争を知らない国民の大多数の人々によって支えられ、

又、われわれ遺児も年々と高齢化をし、一層先の大戦が風化していく様相であります。 

しかし、われわれ遺族は、たとえどんな時代がこようとも未来永劫にわたり、戦争の惨禍が

再び繰り返されないためにも戦争の悲惨さ、命の尊さをしっかりと胸に刻み、次世代の孫、ひ

孫のみなさんに継承しながら、共に英霊の顕彰、組織の維持に努めていかなければならな

いと思っております。 

終わりにあたりまして、ここに出雲市戦没者追悼献花式を開催いただきましたことを、重

ねて心より深く感謝を申し上げまして追悼の言葉と致します。 
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